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九
十
一
号 

平成２９年新年互礼会を開催 

❏去る１月２２日、放送法遵守を求める視聴者の
会による山岡鉄秀氏講演会が開催された。本会も
協賛団体として名を連ね、約７０名の参加があった。 
山岡氏は、長い海外経験の中から日本を見つめ
直すが、日本の情報発信力がいかに脆弱であるか
を痛感する。また国内メディアが放送法を無視し、
流し続けるのはどこに原因があるかにも言及された。 

山岡鉄秀氏 
講演が開催さる 

❏ 去る１月１７日、日本会
議愛知県本部の新年互礼
会を、若宮八幡社・迎賓館
において開催。当日は、県
本部役員、加盟議員、加盟
団体代表の計３１名が一堂
に会した。若宮八幡社の正
式参拝に続き、重冨亮会長
からの年頭挨拶、平成２８
年運動報告と、２９年運動
方針が発表された。 
来賓を代表し、熊田裕通衆
議院議員より挨拶をいただ
き、祝宴に移った。各自から
も自己紹介と新年の抱負が
述べられ、幸先良い出発と
なった。 

知多支部武豊友の会 
新年例会を開催 

春日井支部 
新年例会を開催 

❏去る１月２７日、武豊友の会新年例会が武雄神社にて開
催された。知多支部（鈴木直人支部長）では、昨年５月、東
海市において杉田水脈氏講演会を開催し、多くの新規入会
者が生まれている。また、武豊町在住会員が支部内では、
最も多く、町内会員を集めた例会も年４回開催して、交流を
深めている。 

❏去る１月２９日、春日井支部新年例会が開催された。春日
井支部（後藤宗夫支部長）では、昨年８月河添恵子氏講演
会を開催し、顕著な成果を上げている。また、春日井市議が４
名入会されており、地方議員との連携が、今後期待される。
当日は、参加者同士のフリートークで進められ、忌憚のない意
見が飛び交った。 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■３月５日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■引き続き４月２日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
２月５日は８名の参加でした。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      （２月５日  奉仕後に撮影） 
 

●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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そ
の
二
十
五 

昨
年
の
六
月
下
旬
の
平
日
、
今
日
の
京
都

は
夜
か
ら
雨
と
の
こ
と
。
今
回
は
京
都
御

所
の
北
の
エ
リ
ア
に
点
在
す
る
陵
墓
を
参

拝
す
る
予
定
で
す
。
地
下
鉄
今
出
川
駅
で

下
車
し
て
今
出
川
通
り
を
東
へ
歩
き
相
国

寺
の
参
道
の
入
り
口
に
、
そ
し
て
参
道
を

北
へ
進
み
ま
し
た
。
相
国
寺
の
境
内
へ
入

る
手
前
を
東
に
折
れ
て
少
し
歩
い
た
と
こ

ろ
に
伏
見
宮
墓
地
と
久
邇
宮
墓
地
が
あ
り

ま
す
。
中
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め

入
り
口
に
て
合
掌
。 

さ
ら
に
北
東
方
面
へ
歩
き
、
十
念
寺
と

い
う
お
寺
の
墓
地
の
中
に
、
後
陽
成
天

皇
皇
子
の
高
雲
院
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

合
掌
。 

の
で
す
が
ま
だ
物
足
り
ま
せ
ん
。
麺
は

細
麺
で
も
ち
ゃ
ん
と
腰
が
あ
る
の
で
ま

あ
ま
あ
で
す
。
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
は
少
し

甘
す
ぎ
じ
ゃ
な
い
？
と
感
じ
ま
し
た
。

す
っ
か
り
期
待
は
ず
れ
だ
っ
た
の
で
お

店
の
名
前
は
敢
え
て
伏
せ
て
お
き
ま
す
。

ご
馳
走
様
で
し
た
。 

さ
て
気
を
取
り
直
し
て
参
拝
で
す
。

ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
か
ら
さ
ら
に
西
へ
歩

き
堀
川
通
に
出
て
南
へ
折
れ
て
少
し
歩

い
た
と
こ
ろ
に
後
花
園
天
皇
の
火
葬
塚

が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

 

堀
川
通
を
西
に
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
興
聖
寺
と
い
う
お
寺
の
中
の
墓
地
に

は
東
山
天
皇
の
皇
女
の
福
宮
の
お
墓
が

あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

 

次
が
本
日
最
後
の
目
的
地
、
後
西
天

皇
の
皇
女
の
賀
陽
宮
の
お
墓
で
す
。
堀

川
通
を
南
へ
四
百
米
ほ
ど
歩
き
、
上
立

売
通
を
東
へ
折
れ
数
十
米
ほ
ど
の
と
こ

ろ
を
北
に
、
路
地
を
百
米
ほ
ど
入
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
報
恩
寺
と
い
う
お
寺
の

敷
地
内
に
あ
り
ま
し
た
。
合
掌
。 

 

今
回
は
比
較
的
狭
い
エ
リ
ア
に
集
中

し
て
い
た
た
め
早
く
終
わ
り
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
な
の
で
五
百
米
ほ
ど
南
に
あ

る
晴
明
神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼

二
拍
手
一
礼
。
そ
し
て
京
都
駅
行
の
市

バ
ス
に
乗
車
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

（
愛
知
県
本
部 

事
務
局 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

松
川
秀
康
） 

四
日
（
水
）
仕
事
始
め
。
年
末
よ
り
の
メ
ー

ル
チ
ェ
ッ
ク
や
、
年
賀
状
の
返
信
を
出
す
。 

八
日
（
日
）
今
年
最
初
の
愛
知
縣
護
國
神
社

清
掃
奉
仕
に
参
加
。
皆
さ
ん
の
晴
れ
や
か
な

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

十
三
（
金
）
日
本
青
年
会
議
所
の
憲
法
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
方
が
来
局
。
今
春
開
催
予

定
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
意
見

を
求
め
ら
れ
た
。 

十
四
日
（
土
）
日
本
協
議
会
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

の
新
年
行
事
に
参
加
。
雪
の
中
、
熱
田
神
宮

を
参
拝
し
、
会
場
を
移
し
て
新
年
会
が
あ
っ

た
。
夫
婦
同
伴
や
家
族
連
れ
も
あ
り
、
和
気

あ
い
あ
い
の
会
と
な
っ
た
。 

十
七
日
（
火
）
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
新
年

互
礼
会
を
開
催
。 

二
十
二
日
（
日
）
「
放
送
法
遵
守
を
求
め
る

視
聴
者
の
会
」
主
催
に
よ
る
、
山
岡
鉄
秀
氏

講
演
会
に
参
加
。 

二
十
五
日
（
水
）
名
古
屋
経
営
者
漁
火
会
よ

り
、
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
氏
講
演
会
の
動

員
に
つ
い
て
依
頼
を
受
け
る
。
本
会
も
協
賛

団
体
と
し
て
、
チ
ケ
ッ
ト
頒
布
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。 

二
十
六
日
（
木
）
市
内
友
好
団
体
を
訪
問
し
、

建
国
行
事
へ
の
動
員
を
依
頼
し
た
。 

二
十
七
日
（
金
）
日
本
会
議
知
多
支
部
・
武

豊
友
の
会
新
年
例
会
に
参
加
。 

そ
れ
か
ら
南
へ
下
り
相
国
寺
の
境
内

の
真
ん
中
あ
た
り
に
は
後
水
尾
天
皇

の
髪
歯
塚
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

 

長
得
院
の
方
へ
戻
り
さ
ら
に
そ
の
北

に
は
桂
宮
東
ノ
墓
地
と
桂
宮
西
ノ
墓

地
が
道
を
挟
ん
で
両
側
に
あ
り
ま
す
。

双
方
と
も
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
入
り
口
に
て
合
掌
。 

そ
こ
か
ら
西
へ
、
烏
丸
通
を
渡
っ
た

と
こ
ろ
に
は
東
山
天
皇
皇
女
の
光
明

定
院
の
お
墓
、
霊
元
天
皇
皇
曽
孫
女

の
真
珠
光
院
の
お
墓
、
霊
元
天
皇
皇

曽
孫
女
の
得
菩
提
院
の
お
墓
が
同
じ

敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。
や
は
り
こ
こ

も
中
に
入
れ
な
い
た
め
入
り
口
に
て

合
掌
。 

こ
こ
で
お
昼
と
な
っ
た
の
で
事
前
に

調
べ
て
あ
る
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。
食
べ
ロ
グ
で
三
点

四
四
な
の
で
か
な
り
期
待
で
き
ま
す
。

烏
丸
通
を
北
へ
歩
き
地
下
鉄
鞍
馬
口

駅
を
越
え
た
あ
た
り
の
鞍
馬
口
通
を

西
へ
曲
が
り
三
百
米
ほ
ど
歩
い
た
左

手
に
そ
の
店
は
あ
り
ま
し
た
。
ラ
ー

メ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ー
プ

は
天
下
一
品
の
ス
ー
プ
み
た
い
に
と

ろ
み
が
あ
る
の
に
コ
ク
が
な
く
物
足

り
な
い
の
で
お
ろ
し
に
ん
に
く
を
入

れ
ま
し
た
。
少
し
は
マ
シ
に
な
っ
た 

そ
し
て
再
び
相
国
寺
の
方
へ
戻
り
ま

す
。
相
国
寺
の
北
隣
に
あ
る
相
国
寺

の
塔
頭
、
長
得
院
の
墓
地
に
は
、
後

伏
見
天
皇
九
世
皇
孫
女
の
瑞
珍
女
王

の
お
墓
と
光
格
天
皇
の
皇
子
、
嘉
糯

宮
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

十
念
寺
の
す
ぐ
北
側
に
阿
弥
陀
寺
と
い

う
お
寺
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
陵
墓
は
あ

り
ま
せ
ん
が
正
親
町
天
皇
や
織
田
信
長

と
関
係
が
深
く
境
内
の
墓
所
に
は
本
能

寺
で
斃
れ
た
織
田
信
長
、
信
忠
父
子
、

家
臣
た
ち
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

阿
弥
陀
寺
の
更
に
北
側
に
は
歓
喜
寺
と

い
う
お
寺
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は

大
聖
寺
宮
墓
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

は
宮
内
庁
の
職
員
の
方
が
お
掃
除
を
し

て
い
ま
し
た
。
あ
た
り
に
は
掃
除
道
具

が
置
き
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
仕
方
が
な
い
の
で
職
員
の
方
に
ご
挨

拶
を
し
て
参
拝
し
ま
し
た
。
合
掌
。 

 


